





O:n the Ground Structure of N agoya Area. IH 
Observations of l-to-lO Second Microtremors and Seismic Waves 
Kazuaki MASAKI， Atsushi YOSHIDAネ andSeiji NARUSEネ
Microtremors and日eismicwaves in the frequency range from 0.1 Hz to 1.0 Hz w巴reobserved 
at the sites in the Nagoya area and their s巴ismiccharacteristics were discussed in relation to 
deep structure of the ground. The following results were obtained. 
1) Period and amplitude characteristics of microtremors well agreed with that of seismic 
waves at the site with deposit of about 1000m thickness 
2) Predominant period of microtremors and seismic wav巴sagreed with the characteristic 
period of the ground which was estimated Irom SH.wave transfar function or Love-wave 
dispersion curve 























































1 愛知工大 (A1 T) 13 中島小 24 大山田団地第二公園
2 青少年公園 14 正色小 25 大山田団地中央
3 愛知芸大 15 豊治小 26 桑名工業高
4 愛知学院 16 舟入小 27 神田小
5 高針中 17 蟹江高 28 三和小
6 神丘中 18 十四山村幼稚園 29 保々中
7 椙山女子大 19 弥富中 (YTM) 30 千種小
8 名古屋大 (NUV) 20 桜 31 池 底
9 名商大附属高 21 長島中部小 32 小種小
10 白金小 22 成徳中 33 湯の山ゴノレフ場
11 入賞属小 23A 大和小 34 四日市職員寮






















場 所 日 時 地震計固有周期 ロー パスアィノレター
微動観測
サイト 1 ~22 1981. 8 . 24~26 8 sec 2 sec 
サイト 22~35 1982. 8 .28 8 sec 0.5 sec 
AIT， NUV， YTM 1982.8 .25 10 sec 0.5 sec 
地 AIT 1982. 5 .22~ 10 sec 0.5 sec 
観測震 NUV 1982. 6 .12~ 10 sec 
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i 図2 微動のフーリエ，スベクトノレ(上〕と深部地盤構造2ト5) (下〉
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の変化はみられない。また，サイト 5以東，サイト 23以 における振動特性は各サイトにおいて同じであり，岩盤
西では基盤構造が浅いにもかかわらず卓越周期は4ない から入射した波動が表層地盤の振動特性に対応して変換
し5秒と長い。これは， ¥，、かなる理由によるものであろ されるものと仮定する。サイト 1と35は岩盤上の地点と
うか。 考えてよいので?各サイトのスベクトノレ f，(ω)とサイト
谷口他6)は1秒から10秒の領域の微動の周期が外洋波 1あるいはサイト 35のスベクトノレ fo(ω〕との比f*(臼〉二
浪の周期と良い対応を示すことを岩盤上の数点における f，(ω)/fo(ω) (f* (ω〕をスベクトノレ比と呼ぶ〕は表層地盤
微動観測l結果から得ている。外洋波浪の周期は通常10秒 の振動特性を示す。サイト 2~22はサイト 1 を，サイト
前後であるので，微動の周期は5秒前後となる。大部分 23~34はサイト 35を基準サイトとしスベクトノレ比を求め
て3 れ』
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S波速度 密度 層厚 (m)
(m/s) (g /cm') NUV YTM 
D:洪積層 350 1. 95 
。 340 
P:鮮新統 680 2.10 500 960 
M:中新統 1，600 2.30 250 700 












































サイト 22以東はサイト 1を基準に，サイト 22以西はサ
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地震番号 発震時刻 北緯 東 経 深Ckm度〉 M 場 所
11 1982年6月21日9時23分 34040' 137"04' 40 5.0 渥美湾
12 6月22日O時57分 33053' 135026' 60 5.3 和歌山県中部
15 6月30日10時58分 44002' 151000' 40 7.2 千島中部
25 7月23日23時26分 36015' 141" 55' 10 7.0 茨城沖
26 7月23日23時50分 36018' 142001' 20 5.3 関東東方はるか沖
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図1 AIT(愛工大〕を基準としたNUV(名大)， YTM(弥富中〉の地震動スベ F トノレ比
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度と震害分布， 20-23， 1979 
2 )正木和明，飯田汲事 名古屋地域の深部地盤構造 1， 








(1) 微動の卓越周期はサイト 1~5 で 5 秒，サイト 6
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